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中間期および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、本年１月１１日の「平成 19年 11月期 決算短信」で公表した平成 20
年 11月期（平成 19年 12月１日～平成 20年 11月 30日）の中間期および通期の業績予想を下記の通
り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 20 年 11 月期中間期業績予想数値の修正（平成 19年 12 月１日～平成 20年 5 月 31 日） 
（連結）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） ７０，０００ ５２０ ５１４ １５０ 11円 84銭

今回修正予想（Ｂ） ６９，８００ １８０ ２２０ △２０ △１円 58銭

増減額（Ｂ－Ａ） △２００ △３４０ △２９４ △１７０ － 

増減率（％） △０．３％ △６５．４％ △５７．2％ － － 

（ご参考）前期実績

（平成 19 年 11 月
期中間期） 

６８，６７７ ５８７ ５８７ １５７ 12円 41銭

 
（個別）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） ４７，６８７ ３４７ ４０１ １９６ 15円 54銭

今回修正予想（Ｂ） ４７，４００ △２８０ △２１０ △１４０ △11円 05銭

増減額（Ｂ－Ａ） △２８７ △６２７ △６１１ △３３６ － 

増減率（％） △０．６％ － － － － 

（ご参考）前期実績

（平成 19 年 11 月
期中間期） 

４６，９７０ １６９ １８６ ３５ 2円 79銭



 
２．平成 20 年 11 月期通期業績予想数値の修正（平成 19年 12 月１日～平成 20 年 11 月 30 日） 
（連結）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当
期純利益 

前回発表予想（Ａ） １４２，６００ １，５００ １，４８１ ５７１ 45円 07銭

今回修正予想（Ｂ） １４３，５００ １，２００ １，２００ ４７０ 37円 10銭

増減額（Ｂ－Ａ） ９００ △３００ △２８１ △１０１ － 

増減率（％） ０．６％ △２０．０％ △１９．０％ △１７．７％ － 

（ご参考）前期実績

（平成 19 年 11 月
期通期） 

１４０，２６６ １，４１７ １，４４５ ３７１ 29円 31銭

 
（個別）                               （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当
期純利益 

前回発表予想（Ａ） ９６，５００ ８００ ９００ ４７０ 37円 10銭

今回修正予想（Ｂ） ９７，１００ ３３０ ４５０ ２３０ 18円 15銭

増減額（Ｂ－Ａ） ６００ △４７０ △４５０ △２４０ － 

増減率（％） ０．６％ △５８．８％ △５０．０％ △５１．1％ － 

（ご参考）前期実績

（平成 19 年 11 月
期通期） 

９５，７６８ ５３３ ６１８ １２０ 9円 48銭

 
３．修正の理由 
中間期 
売上高は、全般的な加工食品出荷の伸び悩みを受け、既存取引の売上高が減少しているため、連

結売上高６９８億円と、前回発表予想を下回る見込みであります。 
利益は、予想を上回る燃料高が進み、また、既存取引の売上高が減少するなか、合理化改善施策

に遅れが生じております。連結営業利益１億８０百万円、連結経常利益は２億２０百万円、連結

中間純利益については△２０百万円と、前回発表予想を下回る見込みであります。 
通期 
売上高は、既存取引の売上高の減少傾向は続くものの、大手外食チェーンからの新規案件獲得が

寄与し、連結売上高１４３５億円と、前回発表予想を上回る見込みであります。 
利益は、運送の直送化（中継コストの削減）への継続的な取り組み、および倉庫内業務の標準化

の効果発現の寄与を見込みますが、中間期の影響が残り、燃料高によるコスト上昇も続くため、

連結営業利益１２億円、連結経常利益は１２億円、連結当期純利益については４億７０百万円と、

前回発表予想を下回る見込みであります。 
 

（注）上記の予想は、本日現在における入手可能な情報および業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定

を前提としており、実際の業績は様々な要因で予想と異なる結果となる可能性があります。 

 
以  上 


